
序
本
来
な
ら
ば
、
本
稿
で
ポ
ー
タ
ー
、
フ
ァ
ニ
ン
グ
、
マ
ッ
ケ
イ滷
と
い
っ
た
最
近
の
動
詞
ア
ス
ペ
ク
ト
の
研
究
を
概
観
し
、
分

析
・
評
価
し
た
上
で
、
筆
者
（
独
自
？
）
の
議
論
を
展
開
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
筆
者
自
身
の
能
力
も
含
め
て
諸
般
の
事

情
で
、
今
回
は
困
難
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
本
格
的
な
ア
ス
ペ
ク
ト
と
の
取
り
組
み
は
次
の
機
会
に
譲
り
た
い
と
思

う
。
そ
う
い
う
訳
で
、
本
稿
の
目
的
は
非
常
に
平
凡
で
、
謙
虚
な
も
の
で
あ
る
。
動
詞
の
時
制
を
、
従
来
の
ア
ク
テ
ィ
オ
ン
ザ

ル
ト
で
は
な
く
、
ア
ス
ペ
ク
ト
と
理
解
す
る
の
が
本
当
に
妥
当
な
の
か
ど
う
か
、
一
体
何
が
変
わ
っ
て
く
る
の
か
、
と
い
う
基

本
的
な
問
題
に
焦
点
を
当
て
、
二
三
の
例
を
新
約
聖
書
本
文
よ
り
探
っ
て
み
た
い澆
。

最
初
に
、
文
法
の
基
本
的
性
質
と
い
う
基
本
的
な
事
柄
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
私
た
ち
は
、
往
々
に
し
て
文
法
と
い
う
も
の

を
法
律
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
が
ち
で
あ
る
。
文
法
を
言
わ
ば
法
律
の
よ
う
に
考
え
る
考
え
方
を
、
規
範
文
法
と
呼
ぶ
が
、
外

国
語
の
初
級
文
法
で
は
普
通
、
こ
の
発
想
が
強
い
。
つ
ま
り
、
あ
る
外
国
語
で
は
、
こ
の
よ
う
な
規
則
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
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規
則
を
遵
守
し
な
い
と
い
け
な
い
、
と
。
し
か
し
、
初
級
を
過
ぎ
、
中
級
以
降
に
な
れ
ば
、
母
国
語
と
し
て
使
う
人
々
は
、
こ

の
よ
う
な
概
念
を
ど
の
よ
う
に
表
現
す
る
か
、
ど
の
よ
う
に
表
現
す
る
方
が
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ス
ピ
ー
カ
ー
に
自
然
に
響
く
か
、

と
い
っ
た
こ
と
を
考
え
た
り
、
実
際
に
母
国
語
を
使
用
す
る
人
々
の
用
法
に
あ
た
っ
て
調
べ
た
り
す
る
必
要
が
生
じ
る
。
こ
の

よ
う
な
方
法
論
を
、
帰
納
法
と
呼
び
、
帰
納
的
に
導
き
出
す
文
法
の
こ
と
を
、
規
範
文
法
に
対
し
て
叙
述
文
法
な
ど
と
呼
ぶ
。

こ
れ
は
、
明
ら
か
に
文
法
と
い
う
も
の
が
、
数
学
や
物
理
の
法
則
と
は
根
本
的
に
異
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
数
学
や
物
理

で
は
、
普
通
は
演
繹
法
と
い
う
手
段
が
用
い
ら
れ
る
。
文
法
が
対
象
と
す
る
も
の
は
、
あ
く
ま
で
人
間
が
使
用
す
る
自
然
言
語

で
あ
っ
て
、
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
る
言
語
の
う
ち
に
規
則
を
見
い
出
し
て
文
法
を
組
み
立
て
て
い
く
。
初
め
に
文
法
が
あ
っ

て
、
人
間
が
そ
の
文
法
に
従
っ
て
言
語
を
話
す
の
で
は
な
く
、
先
に
言
語
が
あ
っ
て
、
そ
の
言
語
に
規
則
（
文
法
）
を
見
い
出

し
て
い
く
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
外
国
語
を
学
ぶ
時
、
初
級
文
法
の
段
階
で
は
、
沢
山
の
規
則
（
文
法
）
を
学
ぶ
が
、
初
級
か

ら
中
級
へ
と
行
く
に
従
い
、
次
第
に
既
に
学
ん
だ
規
則
の
例
外
、
あ
る
い
は
「
不
規
則
な
規
則
」
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
る
。
し
か
も
、
な
ぜ
か
よ
く
使
わ
れ
る
も
の
程
、
不
規
則
に
な
る
嫌
い
が
あ
る
。
法
律
な
ら
ば
、
あ
く
ま
で
も
法
律
が
有
効

な
期
間
は
（
勿
論
、
法
律
に
は
変
更
が
可
能
で
あ
る
）
法
律
を
規
準
に
し
て
、
例
え
ば
人
の
行
動
が
計
ら
れ
る
が
、
言
語
の
場

合
に
は
、
大
多
数
の
人
が
「
間
違
え
て
し
ま
え
ば
」、
そ
の
間
違
い
の
方
が
正
し
い
文
法
に
な
っ
て
し
ま
う
。
正
に
「
赤
信
号
、

皆
で
渡
れ
ば
、
こ
わ
く
な
い
。」
の
世
界
で
あ
る
。
法
律
的
に
考
え
れ
ば
、
い
く
ら
皆
が
渡
っ
て
も
、
赤
信
号
で
渡
っ
て
は
な
ら

な
い
、
と
法
律
に
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
法
律
違
反
に
他
な
ら
な
い潺
。
し
か
し
、
文
法
の
世
界
で
は
、
皆
が
間
違
え
れ
ば
、
本
来
の

規
則
通
り
の
方
が
間
違
い
に
な
り
か
ね
な
い
。

ま
た
、
外
国
語
の
文
法
を
考
え
る
時
、
し
ば
し
ば
母
国
語
の
文
法
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
無
理
矢
理
に
は
め
込
も
う
と
し
が
ち
で
あ

る
。
た
だ
、
日
本
の
学
校
教
育
を
受
け
た
者
達
の
場
合
は
、
あ
る
い
は
、
母
国
語
の
文
法
で
は
な
く
、
中
学
校
以
降
に
学
ぶ
英

語
の
文
法
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
影
響
の
方
が
強
い
か
も
し
れ
な
い潸
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
あ
る
言
語
を
帰
納
法
的
に
研
究
し
、
叙
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述
文
法
を
確
立
す
る
の
は
、
こ
こ
で
口
に
し
て
き
た
程
、
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
母
国
語
の
叙
述
文
法
で
あ
れ
ば
、
母
国
語

を
客
観
的
に
観
察
す
る
の
は
、
非
常
に
難
し
い
し
、
外
国
語
の
場
合
に
は
、
母
国
語
の
文
法
を
読
み
込
ま
ず
に
そ
の
言
語
を
研

究
す
る
の
は
非
常
に
難
し
い澁
。
も
う
少
し
具
体
的
に
言
え
ば
、
古
代
の澀
ギ
リ
シ
ャ
語
に
つ
い
て
言
え
ば
、
歴
史
的
に
言
っ
て
ラ

テ
ン
語
文
法
に
大
い
に
影
響
を
受
け
て
し
ま
っ
た
。
つ
ま
り
、
古
代
の
ギ
リ
シ
ャ
語
を
研
究
し
た
人
々
は
、
当
然
の
こ
と
と
し

て
ラ
テ
ン
語
に
堪
能
で
あ
り潯
、
ギ
リ
シ
ャ
語
の
文
法
を
作
り
挙
げ
て
い
く
段
階
で
、
ラ
テ
ン
語
の
文
法
を
ギ
リ
シ
ャ
語
の
文
法

に
読
み
込
ん
で
い
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
は
、
近
代
欧
州
の
言
語
の
文
法
を
古
代
の
ギ
リ
シ
ャ
語
の
文
法
に
見
て
し
ま
う
危

険
は
常
に
あ
っ
た
。

前
置
き
が
長
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
言
語
の
文
法
と
い
う
も
の
を
考
え
る
上
で
基
本
的
な
こ
と
は
多
少
な
り
と
も
、
心
に

留
め
て
お
き
た
い
。
と
り
わ
け
、
新
約
聖
書
の
ギ
リ
シ
ャ
語
の
時
制
を
考
え
る
上
で
は
、
こ
の
基
本
的
な
事
柄
は
非
常
に
重
要

で
あ
る
。
と
言
う
の
は
、
古
典
ラ
テ
ン
語
を
始
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
言
語
で
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
、
過
去
・
現
在
・
未
来
と

い
う
時
間
概
念
が
動
詞
の
時
制
の
中
心
を
占
め
て
い
る
が
、
古
典
ギ
リ
シ
ャ
語
は
、
そ
う
で
は
な
く
、
ア
ス
ペ
ク
ト
が
中
心
と

い
う
こ
と
が
暫
く
前
か
ら
学
者
の
間
で
は
認
め
ら
れ
て
き
た
。
従
っ
て
、
新
約
聖
書
の
ギ
リ
シ
ャ
語
は
、
古
典
ギ
リ
シ
ャ
語
と

同
じ
く
ア
ス
ペ
ク
ト
が
時
制
の
中
心
的
概
念
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
の
他
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
言
語
の

よ
う
に
時
間
概
念
で
あ
る
の
か
、
具
体
的
に
新
約
聖
書
の
本
文
に
当
た
っ
て
帰
納
法
的
に
探
っ
て
い
き
た
い
。
こ
れ
が
、
本
稿

の
課
題
に
他
な
ら
な
い
。

具
体
的
に
は
、
先
ず
ア
ス
ペ
ク
ト
の
定
義
を
も
う
一
度
確
認
し
て
か
ら
、
個
々
の
用
例
を
見
て
い
き
た
い
と
思
う
。
し
か
も
、

具
体
的
に
見
て
い
く
用
例
も
基
本
的
な
事
例
、
例
え
ば
、
新
約
聖
書
に
は
「
時
制
の
一
致
」
が
な
い
と
か
、
イ
エ
ス
の
十
字
架

を
表
現
す
る
動
詞
が
様
々
な
時
制
形
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
か
、
に
本
稿
で
は
限
る
こ
と
に
す
る
。
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一
、
動
詞
ア
ス
ペ
ク
ト
の
定
義

既
に
前
回
の
拙
稿
で
、
ポ
ー
タ
ー
と
フ
ァ
ニ
ン
グ
の
ア
ス
ペ
ク
ト
定
義
は
紹
介
し
た
が
、
以
下
に
も
う
一
度
記
し
て
置
く
。

ポ
ー
タ
ー
の
定
義
は
、「
動
詞
ア
ス
ペ
ク
ト
を
定
義
す
る
と
、
話
し
手
な
り
書
き
手
な
り
が
、
動
詞
体
系
の
中
の
特
定
の
時
制

形
を
選
ん
で
、
行
動
の
見
方
を
文
法
化
す
る
（
即
ち
、
語
形
を
選
ん
で
意
味
を
表
現
す
る
）
意
味
論
上
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
な
る潛
。」

ま
た
、
フ
ァ
ニ
ン
グ
の
定
義
は
、「
新
約
ギ
リ
シ
ャ
語
の
動
詞
ア
ス
ペ
ク
ト
と
は
、
動
詞
が
描
写
す
る
行
動
や
状
態
に
関
す
る

話
し
手
の
焦
点
あ
る
い
は
視
点
を
反
映
さ
せ
る
動
詞
の
文
法
上
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
。
実
際
あ
る
い
は
理
解
さ
れ
て
い
る
状

況
の
性
質
自
体
と
は
別
の
、
出
来
事
の
描
写
あ
る
い
は
、
出
来
事
を
見
る
視
点
を
示
す
も
の
で
あ
る濳
。」

更
に
ポ
ー
タ
ー
の
大
著
の
定
義
を
も
引
用
し
て
お
く
。「
ギ
リ
シ
ャ
語
の
動
詞
ア
ス
ペ
ク
ト
と
は
、
著
者
は
過
程
を
概
念
的
に

捉
え
る
際
の
主
観
的
で
論
理
的
な
選
択
を
文
法
化
（
文
法
的
に
表
現
）
す
る
が
、
そ
の
た
め
の
、
時
制
体
系
の
網
状
組
織
（
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
）
で
の
意
味
あ
る
反
対
に
用
い
ら
れ
る
、
総
合
的
意
味
論
上
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
（
動
詞
の
語
形
に
実
現
さ
れ
る
）
で

あ
る潭
。」

更
に
マ
ッ
ケ
イ
の
定
義
も
紹
介
し
て
置
く
。「
古
代
ギ
リ
シ
ャ
語
の
ア
ス
ペ
ク
ト
と
は
、
著
者
（
ま
た
は
話
者
）
が
言
及
す
る

各
々
の
出
来
事
と
か
活
動
を
、
そ
の
文
化
脈
と
の
関
係
で
、
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
か
を
示
す
動
詞
体
系
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
こ

と
で
あ
る澂
。」

最
後
に
、
言
語
学
者
の
定
義
も
紹
介
し
て
置
く
。「
ア
ス
ペ
ク
ト
の
一
般
的
定
義
と
し
て
私
た
ち
は
、
次
の
よ
う
な
公
式
化
を

採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。『
ア
ス
ペ
ク
ト
と
は
、
状
況
の
、
内
的
時
間
の
構
成
要
素
を
見
る
異
な
る
方
法
の
こ
と
で
あ
る潼
。』」

以
上
か
ら
、
明
ら
か
な
こ
と
は
、
ア
ス
ペ
ク
ト
と
い
う
場
合
、
と
り
わ
け
従
来
の
ア
ク
テ
ィ
オ
ン
ザ
ル
ト
と
比
べ
て
大
き
な

特
徴
・
相
違
は
、
出
来
事
な
り
行
動
の
仕
方
で
は
な
く
、
話
者
な
り
著
者
な
り
が
出
来
事
な
り
行
動
を
、
ど
の
よ
う
に
見
る
か

に
焦
点
が
移
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
同
じ
出
来
事
な
り
行
動
な
り
が
新
約
聖
書
で
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
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る
か
を
見
れ
ば
、
基
本
的
に
は
動
詞
ア
ス
ペ
ク
ト
が
正
し
い
か
否
か
が
わ
か
る
こ
と
に
な
る
。
具
体
例
に
当
た
っ
て
い
き
た
い

と
思
う
が
、
そ
の
前
に
新
約
ギ
リ
シ
ャ
語
の
動
詞
の
時
制
形
と
過
去
・
現
在
・
未
来
と
い
う
時
間
と
の
関
係
を
先
ず
見
て
お
き

た
い
。二

、
時
制
形
と
時
間
に
つ
い
て

先
ず
、
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
新
約
聖
書
の
（
及
び
古
典
）
ギ
リ
シ
ャ
語
に
は
「
時
制
の
一
致
」
が
な
い
こ

と
で
あ
る
。「
時
制
の
一
致
」
と
は
、
英
語
の
文
法
で
説
明
す
る
な
ら
ば
、
例
え
ば
話
法
の
枠
組
み
に
な
る
時
制
が
過
去
の
場
合

に
間
接
話
法
で
は
、
話
し
の
内
容
の
時
制
が
直
接
話
法
の
時
制
の
前
に
遡
る
こ
と
を
言
う
。
例
外
的
に
、
普
遍
的
な
事
実
な
ど

の
場
合
に
は
、「
時
制
の
一
致
」
は
起
こ
ら
な
い
。
具
体
例
を
挙
げ
て
み
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

直
接
話
法
で
は
、H

e
said,“Iam

going
hom

e.”

と
い
う
文
が
、
間
接
話
法
で
は
、H

e
said

thathe
w

as
going

hom
e.

と
な

る
。

つ
ま
り
、
直
接
話
法
で
「am
going

」
と
い
現
在
進
行
形
が
「w

as
going

」
と
過
去
進
行
形
に
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
ギ
リ

シ
ャ
語
で
は
、
こ
の
よ
う
な
現
象
が
通
常
起
こ
ら
な
い潘
。
例
え
ば
、
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
二
○
章
一
○
節
に
は
、oiJ

p
rw

't
oi

ejnovm
is
a
n

o{t
i
p
lei'on

lh
vm
y
onta

i:

と
あ
る
が
、
直
接
話
法
に
直
せ
ば
、oiJ

p
rw

't
oi

ejnovm
is
a
n,

Æp
lei'on

lh
m
y
ovm

eqa
:Æ

で

あ
る
。
英
語
に
訳
せ
ば
、
前
者
（
間
接
話
法
）
は
、T

he
firstones

thoughtthatthey
w

ould
receive

m
ore.

で
、
後
者
（
直
接

話
法
）
で
は
、T

he
firstones

thought,“W
e

shallreceive
m

ore.”
と
な
る
。
つ
ま
り
、
直
接
話
法
と
間
接
話
法
と
を
比
べ
る
と
、

ギ
リ
シ
ャ
語
で
も
英
語
同
様
の
人
称
の
相
違
が
生
じ
る
が
、
ギ
リ
シ
ャ
語
の
場
合
に
は
、
時
制
と
法
は
直
接
話
法
と
間
接
話
法

と
で
は
相
違
が
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
他
に
も
例
を
挙
げ
て
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
一
一
章
一
三
節：

eijrh
vkei

dev
oJ

∆Ih
s
ou'"

p
eri;

t
ou'

qa
na

vt
ou

a
ujt
ou',

ejkei'noi
de;

e[doxa
n

o{t
i
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p
eri;t

h
'"

koim
h
vs
ew

"
t
ou'u{p

nou
levg

ei.

N
ow

Jesus
had

spoken
ofhis

death,butthey
thoughtthathe

w
as

speaking
aboutw

aking
from

sleep.
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
九
章
一
八
節：

O
ujk

ejp
ivs
t
eus

a
n
ou\n

oiJ
∆Iouda

i'oi
p
eri;

a
ujtou'

o{ti
h
\n
t
u∑

lo;"
ka

i;a
jnevbley

en

e{w
"

o{t
ou

ej∑
w
vnh
s
a
n
t
ou;"

g
onei'"

a
ujt
ou't

ou'a
jna

blevy
a
nto"

N
ow

the
Jew

s
did

not
believe

that
he

had
been

blind
and

had
begun

to
see

untilthey
called

the
parents

of
the

one
w

ho

had
begun

to
see.

ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
六
章
二
二
節：

T
h
/'
ejp

a
uvrion

oJ
o[c

lo"
oJ
eJs
t
h
kw

;"
p
evra

n
t
h
'"

qa
la
vs
s
h
"

ei\don
o{ti

p
loia

vrion

a
[llo

oujk
h
\n

ejkei'
eij

m
h
;
e}n

ka
i;
o{t
i
ouj

s
uneis

h
'lqen

t
oi'"

m
a
qh
t
a
i'"

a
ujt
ou'

oJ
∆Ih

s
ou'"

eij"
t
o;

p
loi'on

a
jlla

;

m
ovnoi

oiJm
a
qh
t
a
i;a

ujt
ou'a

jp
h
'lqon:

O
n

the
nextday

the
crow

d
w

ho
rem

ained
on

the
other

side
ofthe

sea
saw

thatthere
had

been
no

other
boatthere

except

one,and
thatJesus

had
notentered

the
boatw

ith
his

disciples,butthathis
disciples

had
gone

aw
ay

alone.

使
徒
の
働
き
二
三
章
二
七
節：
T
o;n

a
[ndra

t
ou't

on
s
ullh

m
∑
qevnt

a
uJp

o;
t
w
'n

∆Iouda
ivw
n

ka
i;
m
evllont

a
a
jna

irei's
qa
i

uJp
∆
a
ujt
w
'n
ejp

is
t
a
;"

s
u;n

t
w
/'s

t
ra
t
euvm

a
t
i
ejxeila

vm
h
n
m
a
qw

;n

澎

o{t
i
R
w
m
a
i'ov"

ejs
tin.

T
his

m
an

w
as

seized
by

the
Jew

s,and
w

as
about

to
be

killed
by

them
,w

hen
I

cam
e

upon
them

w
ith

the
soldiers

and

rescued
him

,having
learned

thathe
w

as
a

R
om

an
citizen.

こ
の
よ
う
に
、「
時
制
の
一
致
」
が
起
こ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
一
体
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。「
時
制
の
一
致
」
と
い

う
現
象
は
、
一
言
で
言
え
ば
、
間
接
話
法
全
体
の
時
間
的
視
点
あ
る
い
は
座
標
軸
が
固
定
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
と

思
わ
れ
る
。
過
去
の
話
し
（
つ
ま
り
「
話
す
」
と
い
う
動
詞
が
過
去
時
制
の
場
合
に
）
の
内
容
は
、
一
段
階
過
去
に
な
る
（
過

去
時
制
は
過
去
完
了
時
制
に
、
現
在
時
制
は
過
去
時
制
に
、
未
来
時
制
は
過
去
未
来
時
制澑
に
な
る
）。
と
こ
ろ
が
、「
時
制
の
一
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致
」
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
間
接
話
法
全
体
の
時
間
的
視
点
ま
た
は
座
標
軸
と
、
話
し
の
内
容
の
時
間
的
視
点
ま
た
は
座
標

軸
と
は
別
々
に
存
在
す
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
話
し
の
内
容
の
座
標
軸
は
、
あ
く
ま
で
話
し
て
い
る
時
点
の
座
標
と
な
る
。
つ

ま
り
「
時
制
の
一
致
」
と
い
う
現
象
の
背
後
に
は
、
動
詞
の
時
制
を
比
較
的
絶
対
的
に
捉
え
る
視
点
が
あ
り
、
反
対
に
「
時
制

の
一
致
」
が
起
こ
ら
な
い
背
景
に
は
動
詞
の
時
制
を
比
較
的
相
対
的
に
捉
え
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

も
し
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
が
正
し
い
と
す
る
な
ら
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
言
語
と
比
べ
る
と
、
新
約
聖
書
の
ギ
リ
シ
ャ
語
に

は
絶
対
的
な
時
間
の
座
標
軸
が
薄
い
、
も
し
く
は
相
対
的
な
時
間
座
標
軸
が
強
い
と
結
論
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
勿

論
、
こ
こ
で
拾
っ
て
き
た
サ
ン
プ
ル
の
数
は
少
し
で
、「
時
制
の
一
致
」
と
い
う
現
象
に
つ
い
て
も
詳
細
に
、
し
か
も
緻
密
に
考

察
す
る
べ
き
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
暫
定
的
に
、
そ
う
結
論
付
け
ら
れ
る
、
と
思
う
。

三
、
ア
ク
テ
ィ
オ
ン
ザ
ル
ト
か
ア
ス
ペ
ク
ト
か

こ
こ
で
、
本
稿
の
中
心
的
課
題
で
あ
る
、
新
約
聖
書
の
ギ
リ
シ
ャ
語
の
動
詞
の
時
制
が
ア
ク
テ
ィ
オ
ン
ザ
ル
ト
で
あ
る
の
か
、

そ
れ
と
も
ア
ス
ペ
ク
ト
で
あ
る
の
か
を
見
て
み
た
い
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
は
、
先
に
既
に
触
れ
た
よ
う

に
同
じ
出
来
事
が
様
々
な
時
制
で
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
み
た
い
。
た
だ
繁
雑
さ
を
避
け
る
た
め
に
法
に
よ
る
区

別
、
と
り
わ
け
直
説
法
と
非
直
説
法
と
の
区
別
は
特
に
し
な
か
っ
た
が
、
具
体
例
と
し
て
は
、
で
き
る
だ
け
直
説
法
の
用
例
を

挙
げ
る
こ
と
に
す
る
。
先
ず
、
イ
エ
ス
の
復
活
へ
の
言
及
を
見
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
言
及
が
見
い
出
せ
る
。

イ
エ
ス
の
復
活
へ
の
言
及
で
は
、
通
常ejg

eivrw

かa
jnivs

t
h
m
i

と
い
う
動
詞
が
用
い
ら
れ
る濂
。
動
詞ejg

eivrw

は
新
約
聖
書
全
体

で
一
四
四
回
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
四
九
回
イ
エ
ス
の
復
活
に
関
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
四
九
回
中
で
、
三

六
回
は
ア
オ
リ
ス
ト
時
制
で潦
、
九
回
は
完
了
時
制
で澳
、
三
回
は
未
来
時
制
で澣
、
一
回
は
現
在
時
制
で澡
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

だ
け
の
統
計
か
ら
何
か
を
結
論
付
け
る
の
は
、
危
険
で
は
あ
る
が
、
基
本
的
に
ギ
リ
シ
ャ
語
の
時
制
が
客
観
的
な
出
来
事
の
起
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こ
り
方
だ
け
で
決
ま
る
の
で
は
な
い
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
完
了
時
制
が
第
一
コ
リ
ン
ト
一
五
章
で
七
回
も

（
新
約
聖
書
全
体
で
九
回
の
う
ち
）
使
わ
れ
て
い
る
の
は
、
注
目
に
値
す
る
が
、
同
じ
章
で
一
回
だ
け
で
は
あ
る
が
、
ア
オ
リ
ス

ト
時
制
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
具
体
例
を
挙
げ
て
み
る
と
、
第
一
コ
リ
ン
ト
一
五
章
一

五
節：

euJris
kovm

eqa
de;

ka
i;
y
eudom

a
vrt
ure"

t
ou'

qeou',
o{t
i
ejm

a
rt
urh

vs
a
m
en

ka
t
a
;
t
ou'

qeou'
o{t
i
h
[g
eiren

t
o;n

C
ris

t
ovn,

o}n
oujk

h
[g
eiren

ei[p
er

a
[ra

nekroi;oujk
ejg

eivront
a
i.

第
一
コ
リ
ン
ト
一
五
章
四
節：

ka
i;o{t

i
ejt
a
v∑
h

ka
i;o{t

i

ejg
h
vg
ert

a
i

t
h
/'
h
Jm
evra

/
t
h
/'
t
rivt

h
/
k
a
t
a
;
t
a
;"

g
ra

∑
a
;"

…
…
第
一
コ
リ
ン
ト
一
五
章
一
二
節：

E
ij

d
ev

C
ris

t
o
;"

kh
ruvs

s
et
a
i
o{t
i
ejk

nekrw
'n
ejg

h
vg
erta

i,
p
w
'"

levg
ous

in
ejn

uJm
i'n

t
ine"

o{t
i
a
jna

vs
t
a
s
i"

nekrw
'n
oujk

e[s
t
in…

イ
エ
ス
の
十
字
架
に
つ
い
て
見
る
と
、
他
の
表
現
方
法
も
あ
る
が
、
動
詞s

t
a
urovw

が
普
通
、
用
い
ら
れ
る
。
新
約
聖
書
全

体
で
四
六
回
使
用
さ
れ
、
そ
の
う
ち
三
四
回
が
ア
オ
リ
ス
ト
時
制
で
、
六
回
が
完
了
時
制
で
、
五
回
が
現
在
時
制
で，

一
回
が

未
来
時
制
で
あ
る
。
イ
エ
ス
の
十
字
架
に
言
及
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
う
ち
ア
オ
リ
ス
ト
時
制
で
は
三
二
回澤
、
完
了
時
制
（
す

べ
て
分
詞
で
）
で
は
五
回澹
、
現
在
時
制
で
は
三
回濆
で
あ
る
。
具
体
例
を
挙
げ
て
み
る
。
第
一
コ
リ
ン
ト
二
章
八
節：

h
}n

oujdei;"

t
w
'n

a
jrc

ovnt
w
n

t
ou'

a
ijw
'no"

t
ouvt

ou
e[g

nw
ken:

eij
g
a
;r

e[g
nw

s
a
n,

oujk
a
]n

t
o;n

kuvrion
t
h
'"

dovxh
"

ejs
ta

uvrw
s
a
n.

第

一
コ
リ
ン
ト
二
章
二
節：
ouj

g
a
;r

e[krina
v
t
i
eijdevna

i
ejn

uJm
i'n

eij
m
h
;
∆Ih

s
ou'n

C
ris

t
o;n

ka
i;
t
ou't

on
ejs

ta
urw

m
evnon. 澪

ま
た
動
詞s

t
a
urovw

の
用
例
で
興
味
深
い
の
は
、
群
衆
が
ピ
ラ
ト
に
「（
イ
エ
ス
を
）
十
字
架
に
つ
け
ろ
！
」
と
叫
ぶ
時
、
マ
タ

イ
（
二
七
章
二
二
節：

levg
ei

a
ujt
oi'"

oJ
P
ila

't
o"
:

t
iv

ou\n
p
oih

vs
w

∆Ih
s
ou'n

t
o;n

leg
ovm

enon
c
ris

t
ovn…

levg
ous

in

p
a
vnt

e"
:

s
t
a
urw

qh
vt
w
.

二
三
節：

oJ
de;

e[∑
h
:

t
iv

g
a
;r

ka
ko;n

ejp
oivh

s
en…

oiJ
de;

p
eris

s
w
'"

e[kra
zon

levg
ont

e"
:

s
t
a
urw

qh
vt
w
.

）
と
マ
ル
コ
（
一
五
章
一
三
節：

oiJ
de;

p
a
vlin

e[kra
xa

n:
s
t
a
uvrw

s
on

a
ujt
ovn.

一
四
節：

oJ
de;

P
ila

't
o"

e[leg
en

a
ujt
oi'"

:
t
iv
g
a
;r

ejp
oivh

s
en

ka
kovn…

oiJ
de;

p
eris

s
w
'"

e[kra
xa

n:
s
ta

uvrw
s
on

a
ujt
ovn.

）
で
は
ア
オ
リ
ス
ト
時
制

の
命
令
法
が
用
い
ら
れ
、
ル
カ
（
二
三
章
二
一
節：

oiJde;ejp
e∑

w
vnoun

levg
ont

e"
:
s
ta

uvrou
s
ta

uvrou
a
ujt
ovn.

）
で
は
、
現
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在
時
制
の
命
令
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
新
約
聖
書
の
ギ
リ
シ
ャ
語
の
動
詞
の
時
制
は
出
来
事
の
起
こ
り
方
と
い
う
よ
う
な
「
客
観
的
」
視
点
が

反
映
し
て
い
る
と
言
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
著
者
の
視
点
と
い
う
、
よ
り
「
主
観
的
」
視
点
が
中
心
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
大
雑

把
に
言
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
詳
細
は
次
の
機
会
に
譲
り
た
い
が
、
以
上
見
た
こ
と
だ
け
か
ら
で
も
、
完
了
時
制
は
出
来

事
そ
の
も
の
の
描
写
と
い
う
よ
り
も
、
過
去
の
出
来
事
が
著
者
や
読
者
の
「
今
」
に
ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
る
か
、
ど
の
よ
う

う
に
拘
わ
っ
て
く
る
か
に
焦
点
が
合
う
時
に
用
い
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
厳
密
な
こ
と
は
、
更
に
直
説
法
、

非
直
説
法
、
分
詞
な
ど
区
別
し
て
論
じ
る
必
要
が
当
然
あ
る
。

結
論

以
上
の
簡
潔
な
議
論
だ
け
か
ら
、
結
論
ら
し
き
こ
と
を
言
う
の
は
、
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
充
分
に
一
つ
の

方
向
性
は
出
て
き
た
、
と
言
っ
て
い
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
勿
論
ア
ス
ペ
ク
ト
理
論
が
ど
こ
ま
で
新
約
聖
書
の
ギ
リ
シ
ャ
語
全

体
で
通
用
す
る
の
か
、
ま
た
ポ
ー
タ
ー
と
フ
ァ
ニ
ン
グ
と
の
議
論濟
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
著
者
／
話
者
の
視
点
と
出
来
事
／
行
動

の
起
こ
り
方
と
の
関
係
ま
た
は
関
連
な
ど
に
つ
い
て
更
に
議
論
を
詳
細
に
詰
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
次
の
機
会
に
以
上
の
よ

う
な
大
仕
事
は
委
ね
た
い
、
と
思
う
。

注

漓
フ
ァ
ニ
ン
グ
（
索
引
込
み
で
四
七
一
頁
）
と
ポ
ー
タ
ー
（
索
引
込
み
で
五
八
二
頁
）
の
大
著
よ
り
想
像
で
き
る
よ
う
に
、
本

来
な
ら
ば
、
大
部
の
論
文
を
書
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
諸
般
の
事
情
で
、
こ
の
よ
う
に
薄
っ
ぺ
ら
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
た
だ
、
本
稿
の
読
者
に
も
赦
し
て
い
た
だ
け
そ
う
な
理
由
が
一
つ
だ
け
あ
る
。
そ
れ
は
、
急
に
ポ
ー
タ
ー
の
「
イ
デ
ィ
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オ
ム
ズ
」
を
翻
訳
す
る
こ
と
に
な
り
、
筆
者
は
時
間
と
労
力
を
か
な
り
費
や
し
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

滷S.E
.Porter,V

erbalA
spect

in
the

G
reek

of
the

N
ew

T
estam

ent,w
ith

specialreference
to

tense
and

m
ood

(N
ew

York/

B
ern/Frankfurt

am
M

ain:Peter
Lang,1989);B

.M
.Fanning,V

erbalA
spect

in
N

ew
T

estam
ent

G
reek

(O
xford:O

xford

U
niversity

Press,1990);K
.L.M

cK
ay,A

N
ew

Syntax
of

the
V

erb
in

N
ew

T
estam

entG
reek

(N
ew

York/B
ern/Frankfurt

am
M

ain:Peter
Lang,1994).

澆
前
回
の
『
基
督
神
学
』
掲
載
の
拙
稿
に
対
す
る
反
応
の
主
た
る
も
の
は
、
ポ
ー
タ
ー
の
ア
ス
ペ
ク
ト
論
に
関
心
が
集
中
し
て

い
た
。

潺
と
こ
ろ
が
法
律
の
場
合
に
も
、
解
釈
と
い
う
手
段
を
用
い
て
、
時
代
遅
れ
の
法
律
を
時
代
の
変
化
に
順
応
さ
せ
る
こ
と
も
あ

る
の
で
、
話
は
、
こ
れ
ほ
ど
簡
単
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

潸
恥
じ
を
忍
ん
で
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
少
な
く
と
も
筆
者
に
と
っ
て
は
、
日
本
語
の
文
法
よ
り
も
、
中
学
以
降
、
学
校
で
学
ん

だ
（
そ
れ
が
正
し
い
か
否
か
は
別
と
し
て
）
英
文
法
の
方
に
親
し
み
を
覚
え
、
体
に
染
み
着
い
て
い
る
気
が
す
る
。

澁
マ
ッ
ケ
イ
曰
く
、「
外
国
語
の
研
究
で
の
主
要
な
落
と
し
穴
の
一
つ
は
、
そ
の
枠
組
み
を
自
分
自
身
の
言
語
の
そ
れ
と
同
化
さ

せ
て
し
ま
う
傾
向
で
あ
る
。
…
…(O

ne
of

the
m

ain
pitfalls

in
the

study
of

a
foreign

language
is

the
tendency

to

assim
ilate

its
fram

ew
ork

to
thatofone’s

ow
n

language.…
…

)

」（p.xi

）
そ
し
て
、
例
と
し
て
ギ
リ
シ
ャ
語
の
完
了
時
制

と
ア
オ
リ
ス
ト
時
制
と
の
混
同
は
、
英
語
な
ど
他
の
言
語
へ
の
翻
訳
に
注
意
を
向
け
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
、
文
脈
と
か
ギ
リ
シ

ャ
語
使
用
者
に
許
さ
れ
て
い
た
選
択
肢
な
ど
を
疎
か
に
し
た
結
果
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

澀
筆
者
は
、
こ
の
表
現
を
古
典
ギ
リ
シ
ャ
語
と
は
区
別
し
て
使
用
し
て
い
る
。
古
典
ギ
リ
シ
ャ
語
は
、
ギ
リ
シ
ャ
の
古
典
期
、

つ
ま
り
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
以
前
の
も
の
を
指
す
が
、
古
代
の
ギ
リ
シ
ャ
語
と
言
う
時
は
、
古
典
ギ
リ
シ
ャ
語
お
よ
び
ヘ
レ
ニ

ズ
ム
時
代
の
、
コ
イ
ネ
ー
の
ギ
リ
シ
ャ
語
を
も
含
む
こ
と
に
な
る
。
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潯
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
の
（
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
初
期
ま
で
は
）
学
者
の
公
用
語
は
ラ
テ
ン
語
で
あ
っ
た
し
、
近
世
以
降
も
、
古
代

の
ギ
リ
シ
ャ
語
の
文
献
を
研
究
す
る
者
た
ち
は
最
低
限
の
ラ
テ
ン
語
を
知
っ
て
い
る
こ
と
は
学
者
と
し
て
の
常
識
で
あ
っ
た
。

潛『
基
督
神
学
』
№
七
、
七
頁
。
ポ
ー
タ
ー
『
イ
デ
ィ
オ
ム
ズ
』
二
○
〜
二
一
頁
よ
り
。

濳『
基
督
神
学
』
№
七
、
一
四
頁
〜
一
五
頁
注
二
○
。
フ
ァ
ニ
ン
グ
の
原
著
八
四
〜
八
五
頁
よ
り
。

潭Porter,V
erbalA

spectp.88.‘G
reek

verbalaspectis
a

synthetic
sem

antic
category

(realized
in

the
form

s
ofverbs)used

ofm
eaningfuloppositions

in
a

netw
ork

oftense
system

s
to

gram
m

aticalize
the

author’s
reasoned

subjective
choice

of

conception
ofprocess.’

澂M
cK

ay,A
N

ew
Syntax

p.27.

潼B.Com
rie,A

spect:A
n

introduction
to

the
study

of
verbalaspectand

related
problem

s
(Cam

bridge:Cam
bridge

U
niversity

Press,

1976)p.3.

潘
例
え
ば
、
古
典
的
な
新
約
聖
書
ギ
リ
シ
ャ
語
の
文
法
書
で
あ
る
メ
イ
チ
ェ
ン
に
は
「
英
語
の
用
法
と
異
な
っ
て
い
る
点
は
、

ギ
リ
シ
ャ
語
の
間
接
話
法
に
お
い
て
は
、
間
接
話
法
の
背
後
に
あ
る
直
接
話
法
に
お
け
る
と
同
じ
法
（m

ood

）
と
時
制

（tense

）
が
保
留
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。」
と
あ
る
。（『
新
約
聖
書
ギ
リ
シ
ャ
語
原
典
入
門
』
新
生
運
動
協
力
会
発
行
、
一
六

六
頁
セ
ク
シ
ョ
ン
三
○
八
）。
同
様
に
、Porter,Idiom

s
pp.268–9;M

cK
ay,A

N
ew

Syntax
pp.101–4.

澎
こ
のm

a
qw

vn

の
時
制
の
意
味
に
つ
い
て
は
、Porter,Idiom

s
pp.189–90.

澑
つ
ま
り
未
来
の
助
動
詞
の
過
去
時
制
。

濂
動
詞a
jnivs

t
h
m
i

は
新
約
聖
書
全
体
で
一
○
八
回
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
ア
オ
リ
ス
ト
時
制
は
八
九
回
、
未
来
時
制

が
一
六
回
、
現
在
時
制
が
三
回
で
あ
る
。
イ
エ
ス
の
復
活
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ア
オ
リ
ス
ト
時
制
で
一
五
回
、

未
来
時
制
で
三
回
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
列
挙
す
る
と
、
ア
オ
リ
ス
ト
時
制
の
用
例
は
、
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
書
八
章
三
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一
節
、
九
章
九
節
、
一
六
章
九
節
（
も
と
も
と
の
マ
ル
コ
の
本
文
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
）、
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
二
四

章
七
節
、
四
六
節
、
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
二
○
章
九
節
、
使
徒
の
働
き
二
章
二
四
節
、
三
二
節
、
三
章
二
六
節
、
一
○
章

四
一
節
、
一
三
章
三
一
節
、
三
四
節
、
一
七
章
三
節
、
三
一
節
、
第
一
テ
サ
ロ
ニ
ケ
四
章
一
四
節
。
未
来
時
制
の
用
例
は
マ

ル
コ
に
よ
る
福
音
書
九
章
三
一
節
、
一
○
章
三
四
節
、
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
一
八
章
三
三
節
。

潦
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
一
六
章
二
一
節
、
一
七
章
九
節
、
二
六
章
三
二
節
、
二
七
章
六
四
節
、
二
八
章
六
節
、
七
節
、
マ
ル

コ
に
よ
る
福
音
書
一
四
章
二
八
節
、
一
六
章
六
節
、
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
九
章
二
二
節
、
二
四
章
六
節
、
三
四
節
、
ヨ
ハ
ネ

に
よ
る
福
音
書
二
章
二
二
節
、
二
一
章
一
四
節
、
使
徒
の
働
き
三
章
一
五
節
、
四
章
一
○
節
、
五
章
三
○
節
、
一
○
章
四
○

節
、
一
三
章
三
○
節
、
三
七
節
、
ロ
ー
マ
人
へ
の
手
紙
四
章
二
四
節
、
二
五
節
、
六
章
四
節
、
九
節
、
七
章
四
節
、
八
章
一

一
節
、
三
四
節
、
一
○
章
九
節
、
コ
リ
ン
ト
人
へ
の
手
紙
第
一
、
六
章
一
四
節
、
一
五
章
一
五
節
、
コ
リ
ン
ト
人
へ
の
手
紙

第
二
、
四
章
一
四
節
、
五
章
一
五
節
、
ガ
ラ
テ
ヤ
人
へ
の
手
紙
一
章
一
節
、
エ
ペ
ソ
人
へ
の
手
紙
一
章
二
○
節
、
コ
ロ
サ
イ

人
へ
の
手
紙
二
章
一
二
節
、
テ
サ
ロ
ニ
ケ
人
へ
の
手
紙
第
一
、
一
章
一
○
節
、
ペ
テ
ロ
の
手
紙
第
一
、
一
章
二
一
節
。

澳
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
書
一
六
章
一
四
節
（
勿
論
、
マ
ル
コ
本
来
の
本
文
で
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。）、
コ
リ
ン
ト
人
へ
の
手
紙

第
一
、
一
五
章
四
節
、
一
二
節
、
一
三
節
、
一
四
節
、
一
六
節
、
一
七
節
、
二
○
節
、
テ
モ
テ
へ
の
手
紙
第
二
、
二
章
八
節
。

澣
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
一
七
章
二
三
節
、
二
○
章
一
九
節
。

澡
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
二
七
章
六
三
節
。

澤
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
二
○
章
一
九
節
、
二
六
章
二
節
、
二
七
章
二
二
節
、
二
三
節
、
二
六
節
、
三
一
節
、
三
五
節
、
マ
ル

コ
に
よ
る
福
音
書
一
五
章
一
三
節
、
一
四
節
、
一
五
節
、
二
○
節
、
二
五
節
、
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
二
三
章
二
三
節
、
三
三

節
、
二
四
章
七
節
、
二
○
節
、
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
一
九
章
六
節
（
三
回
）、
一
○
節
、
一
五
節
（
二
回
）、
一
六
節
、
一

八
節
、
二
○
節
、
二
三
節
、
四
一
節
、
使
徒
の
働
き
二
章
三
六
節
、
四
章
一
○
節
、
コ
リ
ン
ト
人
へ
の
手
紙
第
一
、
二
章
八
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節
、
コ
リ
ン
ト
人
へ
の
手
紙
第
二
、
一
三
章
四
節
、
黙
示
録
一
一
章
八
節
。

澹
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
二
八
章
五
節
、
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
書
一
六
章
六
節
、
コ
リ
ン
ト
へ
の
手
紙
第
一
、
一
章
二
三
節
、

二
章
二
節
、
ガ
ラ
テ
ヤ
人
へ
の
手
紙
三
章
一
節
。

濆
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
書
一
五
章
二
四
節
、
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
二
三
章
二
一
節
（
二
回
）。

澪
誰
も
、
こ
の
完
了
時
制
の
分
詞
を
根
拠
に
し
て
パ
ウ
ロ
は
こ
こ
で
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
ま
だ
十
字
架
に
か
か
っ
て
い
る

と
考
え
て
い
た
と
読
ま
な
い
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
イ
エ
ス
の
十
字
架
の
意
義
ま
た
は
効
力
（
？
）
が
今
で
も
有
効
で
あ
る
、

と
の
意
味
と
考
え
ら
れ
る
。

濟『
基
督
神
学
』
第
七
号
掲
載
の
拙
稿
「
新
約
ギ
リ
シ
ャ
語
中
級
文
法
試
（
私
）
論
（
一
）」
参
照
の
こ
と
。（

新
約
学
・
教
師
）
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